
そだちネットワーク部会 H30 年度活動報告 

【目的】様々な障がいや困り感を持っている子ども及び家族の気持ちに寄り添いながら、子どもや家族を支える地域の関係機関の連携体制を構築していくこと 

～4つの基本的柱～ 

①子どもの困り感や特性に合わせた支援     ②家族の気持ちに寄り添う支援（障がい受容の伴走者であること） 

③関係機関のネットワーク機能の充実      ④重心・医ケア児とその家族が安心できる地域づくり 

【主な活動】 

● 7/7(土)に発達障がい支援フォーラムを開催をした。「特性を生かして自分らしく生きる」をテ

ーマとし、医学博士の星野仁彦氏による講演会と、星野先生、飯山小学校 LD 等通級教室の岸田

先生、保護者によるシンポジウムを行った。 

●来年度も、実行委員会を立ち上げてフォーラムを継続していく 

 

          ●今年度は担当や機関が変わっても、子どもの情報を残して繋いでいけるシステムのための入力フォーマットが 

完成した。小学校版(小 1～小 6)、中学校版(小 6～中 3)の 2 種を作成した。情報の管理は、個人情報保護の為、

教育委員会のみが担っていく方向。来年度は実際に導入をしていく。 

              

●幼児期からの相談経緯を蓄積していく体制づくり。今年度は“早期から相談の大切さや相談する事のメリットを

知る事ができるため”のリーフレットの作成について方向性が決まり、現在は原案を基に具体的な内容や文言に

ついて検討を進めている。来年度はリーフレットを完成させ、試験的な配布や評価を行っていく。 

 

●今年度は「支援関係者のための相談マップ」について、ニーズや実際の活用のしやすさから方向性を決定し、概    

ねの様式が完成した。来年度は窓口となる担当や連絡先等の最終確認を行った後、飯山養護学校特別支援教育連

携協議会にて配布し、不具合や不足する情報などあれば修正を加えていく。  

 

●2 回の親の会を実施（２回目は 2/28 実施予定）。訪問入浴、災害時について全体共有後、茶話会を実施した。 

●重心・医ケア WG の中に、医療的ケア児等課題検討チームが立ち上がった。市町村・北信保健福祉事務所・医療・

相談ネットワーク・その他関係機関等がチームとなり、多職種連携、地域の課題検討を行っていく。 
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【成果・来年度に向けて】 

●発達障がい支援フォーラムの計画：次回の開催に向けてフォーラム実行委員会を立ち上げて進めていく。 

●医療的ケア児課題検討チームの設置：医療との連携と地域の課題検討を行っていく。 

●飯山赤十字病院子どものこころ相談室終了に伴う地域からの声を部会内で取り上げ、地域全体の課題として共有・検討する機会を持てた。 
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